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ＯＰＥＣ、21年需要見通し上方修正　回復は下期に集中＝月報

［ロンドン　１１日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）は１１日に公表した月次報告で、２０２

１年の世界の原油需要見通しを若干上方修正した。ただ新型コロナウイルス感染拡大の影響が継続する

中、需要回復は年後半に集中するとの見方を示した。

ＯＰＥＣは今年の原油需要は日量５８９万バレル（６．５％）増加すると予想。前月に示した見通しを若

干上方修正した。ただ上半期の見通しは下方修正。「総需要は日量９６３０万バレルに達する。消費の大

部分は下半期のものとなる」とした。

ただ「２１年を通して人の移動が制限されるとみられる中、今年の需要増で昨年の減少を相殺することは

できない」とした。

今年の世界的な経済成長率見通しについては、上半期末までに経済活動の加速が予想されるとし、４．

８％から５．１％に上方修正。ただ「旅行や運輸など原油を多く消費する部門は引き続き不相応な影響を

受け続ける」との見方を示した。

２月のＯＰＥＣ加盟国による生産量は日量６５万バレル減の日量２４８５万バレル。サウジアラビアの生

産量が日量９５万６０００バレル減少したことが大きく影響した。
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伊藤忠など、コークス副産物の水素を船舶燃料に

伊藤忠商事と日本コークス工業、ベルギー海運最大手のCMBはコークスの製造過程で副産物として発生する水素（副生水素）を船舶燃

料として供給する取り組みを始める。まず2023年度から船舶2～3隻分に相当する年数百トンを海運会社などに提供する。コークスの製

造工程から水素だけを分離して外販する試みは世界的にも前例が少ない。日本各地の「隠れた水素工場」を掘り起こすことにつながる

可能性もある。

3社は2月下旬、九州北部で水素の地産地消モデル構築に向けた共同調査を実施することで合意した。日本コークス工業が持つコークス

工場「北九州事業所」（北九州市）で、コークス製造のために石炭を蒸し焼きにする際に発生するコークス炉ガスから水素を分離す

る。分離した水素を、CMBが独自開発した軽油と水素の混焼エンジンを搭載した船舶に供給する流れだ。伊藤忠商事は全体の取りまと

めや、船舶向け燃料以外の用途開発などを担当する。

コークスは鉄を溶かすための炉の温度を高める燃料のほか、鉄鉱石に含まれる酸素を取り除くための還元剤としての役割がある。製鉄

業界ではコークスを水素で代替する研究がされているものの実用段階に至っておらず、当面は製鉄に不可欠な材料としての地位を維持

する見込みだ。

北九州事業所では最大で年4万トンの水素を生産できる。日本全国の水素供給量は足元で年200万トン。副生水素をフル活用できれば、

水素の大規模工場が1つできることに等しい。コークス炉ガスは6割が水素、2割がメタン、残り2割は二酸化炭素（CO2）などのガスで

構成される。これまでは混合状態のガスをコークスの生産ラインに戻して自家消費したり、近隣の製鉄所の構内発電所向け燃料などと

して提供したりしていた。

CMBの船舶向け混焼エンジンは従来の船舶燃料である軽油と水素を混ぜて燃料として使うことができる。通常稼働の状態で軽油の約半

分を水素に置き換えることができ、CO2やその他の大気汚染物質の排出を半減する。中小型船の場合、1日あたりの水素使用量は約100

キログラムだ。2017年に同エンジンを搭載した船が欧州で運航を始めており、日本では4月に瀬戸内海でこのエンジンを搭載した船の

就航が予定されている。水素混焼船の就航は日本初となる。

投資額は今後詰めるが、日本コークス工業の北九州事業所の敷地内に水素の分離製造設備や圧縮設備、船への充塡設備などを23年度に

かけて新設する。国内の水素価格は1キログラムあたり1000～1500円ほどで、日本政府は30年に価格を3分の1にまで下げる目標を掲げ

ているが、日本コークス工業の森俊一郎常務執行役員は「副生水素はこうした目標に対しても価格競争力を持てる」と自信を示す。

まずは船舶燃料として売り込み、海運会社などに水素混焼エンジンへの載せ替えや船の新造などを提案していく。ゆくゆくは燃料電池

自動車（FCV）のほか、製鉄会社や電力会社といった将来的な水素需要家にも供給していくことを視野に入れる。早期にCO2の効率的

な回収方法と再利用技術を確立し、製造時にCO2をほとんど排出しない「ブルー水素」へと発展させたい考えだ。

伊藤忠は九州での取り組みをモデルケースとして副生水素の活用法を確立し、九州以外の他地域でも展開していくことを狙う。製造過

程で水素が回収できる工場はコークス以外にもエチレン工場や苛性ソーダ工場などが挙げられる。これらの工場から出る水素を有効利

用できれば、大規模な設備投資を抑えながらも水素生産量を引き上げることにつながる。この取り組みは全国各地の眠れる水素源を掘

り起こすことができるか、成否に注目が集まる。
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